
この4月に、新しく本校に着任された先生方の紹介 
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経 営 方 針 

１ 校訓 

二綱 自学・創造   三領 やさしく・きびしく・たくましく 
２ 教育方針  
     自ら学び、自ら鍛え、たくましく、豊かな人間性を育成し、広い視野のもとによりよい 
  人生を創造するとともに、社会の発展に貢献する資質の啓培に努める。 
３ 教育目標 
    『生徒一人ひとりが高い志を持ち、師弟同行で夢を叶える高校』 

  （１）「知・徳・体」のバランスのとれた教育の推進 
  （２）心身ともに健康で、高い志を持って夢を語る人間の育成 
 （３）生徒一人ひとりの創造性豊かな個性や特性を伸ばす全人教育の展開 
  （４）師弟同行による学校づくりを推進し、愛校心と郷土愛を育む教育の展開 
  （５）高い知性と豊かな情操を身につけ、未来社会を生き抜くことができる人間の育成 
 （６）家庭・地域社会・学校が連携した教育の推進 
４ 努力目標 

 （１）確かな学力の育成 
  （２）生徒一人ひとりを大切にした進路指導の推進 
  （３）さわやかな長崎北陽台生の育成 
  （４）学習との両立を目ざす部活動の推進 
（５）学校行事、生徒会活動等をとおして培うリーダーの育成 
（６）師弟同行の精神を継承した学校力の向上 
（７）心身ともに健康な生徒の育成と教育相談の充実 
（８）潤いのある学校環境づくりの推進 
（９）理数科の特色ある教育活動の実践及び普通科の考察する学習活動の推進 
（10）服務規律の徹底、働きやすい職場環境づくり及び教職員の資質向上の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏   名 教 科 等 前任校等 

西 田 哲 也 校長 理科（化学） 長崎県教育センター 

川 原 智 司 教頭 地歴公民（日本史） 高校教育課県立学校人事班 

廣 松 由 美 先生 国 語 大村城南高校 

田 代   悟 先生 芸術（音楽） 諫早高校 

大小瀬 格 二 先生 保健体育 小浜高校 

西 川 周 二 先生 理科（化学） 佐世保西高校 

辻   純 也 先生 数 学 西陵高校 

田 中 美 幸 先生 国 語 上対馬高校 

河 﨑 徹 男 先生 理科（化学） 新規採用 

永 田 智 揮 先生 数 学 新規採用 

長 門 正 一 先生 地歴公民（世界史） 長崎北陽台高校(再任用) 

上 野   敬 先生 国 語 諫早特別支援学校(再任用) 

内 田 愛 子 先生 芸術（美術） 鳴滝高校夜間部 

月 川 利 栄 先生 事 務 鶴南特別支援学校 

熊 本 由美子 先生 事 務 共済組合長崎支部 

山 口 美登志 先生 事 務 西彼杵高校(再任用) 

西田哲也校長先生

をはじめ、１６名の

先生方が本校に着任

されました。 

昨年度から在籍す

る職員も合わせて、

これからよろしくお

願いします。 

春に想う 
校長 西田哲也 

         季節は春。見るもの、感じるものすべてから春の気配が漂ってくる。 

この三月、全国で最も早く桜の開花宣言をしたのは長崎県。この報に触れた時

ほぼあきらめかけていたが、誰の行いが良かったのか、どのような加護があった

のか、本年度の入学式は、快晴、満開の桜であった。 

 4月8日(月)、第41回長崎県立長崎北陽台高等学校入学式を多数の御来賓、保護者に御列席いた

だき厳粛に執り行うことができた。新入生280名の初々しい姿は、三年間学校現場を離れていた私

にとって大変感慨深いものであると同時に、その責任の重さを痛感させられた。御参列くださった

長与、時津両町の関係者の皆様、学校評議員をはじめとする学校関係者の方々、そして新入生の晴

れの姿を眩しげに見つめられる保護者、本当にありがとうございました。また、素晴らしい歓迎行

事を催してくれた２・３年生、入念な準備をしてくれた教職員など、長崎北陽台高校の素晴らしさ

の一端を知らされる入学式でした。 

 さて、280名の新入生を迎え、全校生徒844名で平成31年度の長崎北陽台高校がスタートしまし

た。創立から40年間、これまでの卒業生や先輩方が積み上げてこられた伝統と精神を引き継ぎなが

らも、今はさらに時代のニーズに応える学校づくりが求められている。 

始業式の講話並びに入学式の式辞の中で、私は生徒たちに次のようなお願いをした。 

『長崎北陽台の生徒なら、学業・部活動・学校行事の三兎(さんと)を追い続けろ』 

高校生はまだまだ未完である。どのような才能を持ち、どのような能力を秘めているか自分自身

でも十分に理解できていないのが高校生。その秘められた才能や能力に気づき、開花させ、可能性

を広げるには、様々なことを経験し、体験することが重要でなる。しかし、限られた時間の中で学

業・部活動・学校行事のすべてに集中することは、精神的にも肉体的にも厳しい。努力しても成果

につながらず、苦悩する日があるかもしれないが、長い人生においては、高校生時代に培った基礎

力や精神力はいつか必ず大きな自信と活力につながると考える。 

これから、生徒と教職員が協力しながら、どのような北陽台高校を創りあげていくのか、楽しみ

な春である。 

 

 



平成３１年度入学式 ～４１回生２８０名入学～ 

校内理数科課題研究発表会～１年間の研究の成果発表！～ 

歓迎遠足 ～晴天の中実施～ 
から～ 

５月の主な予定 

PTA総会のご案内 

 

各学年より 

 

 

 

４月８日（月）、本校第４１回生の入学式が行われました。新入生を代表して、 

城台和奏さんが宣誓を行いました。これから３年間、長崎北陽台生として、学習や 

部活動、学校行事などに一生懸命に取り組み、充実した学校生活を送ってほしい 

と願っています。 

 

 

 

 ４月１７日（水）、歓迎遠足が実施されました。昨年度に続き、今年度も天候

に恵まれ、稲佐山に登ることができました。吹奏楽部や生徒会による歓迎行事の

あと、クラスの友達との昼食やレクレーションの時間を楽しみました。 

 

 

 

４月２３日（火）、理数科３年生（理数科１５回生）による校内理数科課題研究発表会が本校体育館で行われまし

た。パワーポイントを用いて、日ごろの研究成果を普通科の生徒にも理解できるよう工夫を凝らした発表でした。本発

表会は６月６日(木)に大村市体育文化センターで行われる県大会出場をかけた校内予選を兼ねており、審査を経て、後

日出場する２班が決定されます。 

＜発表班＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７日（火） １学期中間試験時間割発表 

９日（木） 生徒総会   

１０日（金） 代休（５月１１日（土）分） 

１１日（土） 金曜の①②③授業、午後ＰＴＡ総会 

１３日（月）～１５日（水）１学期中間試験 

（2年は14・15日・１年は15日のみ） 

２０日（月） 高総体前短縮授業（～５月３０日（木）） 

２１日（火） ２年内科検診、地区別学校説明会（長与町） 

２２日（水） 尿検査（2次）地区別学校説明会（時津町） 

２３日（木） １年内科検診、地区別学校説明会（長崎市） 

２４日（金） １年眼科検診 

２７日（月） 代休（６月１日（土）分） 

２９日（水） 高総体壮行式 

３１日（金） 高総体開会式（諫早市） 

日  時  ５月１１日（土） 

 受  付  １２：３０～（体育館） 

 総  会  １３：００～（体育館） 

 学年ＰＴＡ １４：１５～ 

 （１年：武道場 ２年：自学教室 ３年：体育館） 

 学級懇談会 １５：１５～（各ＨＲ教室） 

ご多用中とは存じますが、ご出席よろしくお願いします。 

１学年主任 守 慶直        「目的と目標を持つ」 

皆さんは目的と目標を持って毎日を過ごしていますか。簡単に言うと目的とは「最終的に実現したい

事柄」、目標とは「目的を実現するために達成すべきこと」です。 

あなたは何のために北陽台に入学しましたか。目的を実現するための目標の１つが北陽台への入学で

あってほしいですが、先のことを考えるのは簡単なことではないのでそういう人は少ないかもしれませ

ん。中学生のときは北陽台へ合格することが目的であり、それを達成するためにいくつかの目標（成績

など）を立てて勉強に取り組んだ人も多いのではないでしょうか。しかし、北陽台生となった今、さら

に先の人生を考えて新たな目的を見据え、それを実現するためのいくつかの目標を定めて日々努力を積

み重ねなければなりません。北陽台への入学はゴールではないのです。勉強と部活動、学校行事等で毎

日があっという間に過ぎていきますが、一日一日を真剣に過ごすことが自分の成長に繋がります。目的

を達成するために何をすべきかよく考え、充実した高校生活を送ってくれることを願っています。 

２学年主任 林 圭介    「新学年スタート」 

 新学年が始まりました。新しいクラスに、新しい友人。新しい先生方も赴任されてきました。学校

に、部活動に新入生が入ってきて、雰囲気もずいぶん新しいものになったことでしょう。 

 この１年間は、さまざまなことに参加、行動、挑戦していく時で、高校時代に何を見て、何を考えた

のかということの中心となるものを得る大事な時期になります。各大学のオープンキャンパスをはじ

め、自分の高校卒業後の進路を考えるための行事も数多くあります。積極的に自分の将来像を心に描

き、その実現を意識して過ごしてほしいと思います。日ごろ、将来の自分を意識することで生活は大き

く変わるだろうと思います。幕末の志士、吉田松陰の言葉に次のようなものがあります。 

「夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、計画なき者に実行なし、 

実行なき者に成功なし。故に、夢なき者に成功なし。」 

 これからの生活において夢や理想を強く意識し、それぞれの成功に結びつけることができるように、

まずはこの１年間をしっかりと歩んでいきましょう。 

 

３学年主任 下村かおり    「充実した高校生活を」 

最上級生となり約３週間が過ぎました。始業式の折に「“三兎を追う”高校生活にしよう」というお

話がありましたが覚えているでしょうか。“三兎”とは、学習・部活動・学校行事の三つを指していま

したね。週２５時間の家庭学習、６～７月の高総体等の試合、体育大会等の学校行事、それぞれに対し

て自分なりの思いを持って向き合えるかで、皆さんの高校生活の色が決まっていくのだと思います。今

年は全てが「高校最後」になります。希望の進路が実現できるように、計画性をもって日々を過ごして

いきましょう。７月までの４ヶ月は“徹底した土台づくり”の時期です。①学習面では各教科の基礎・

基本を固め、②部活動では高総体や夏の大会、各種コンクール等に向けて完全燃焼し、③学校行事にお

いてはリーダーシップを発揮して新たな歴史を作っていく。こうしてみると、あっという間の４ヶ月に

なりそうです。一日たりとも無駄にすることはできません。まずは、夏までを見通して、「今」やるべ

きことを「今」から始めましょう。 

１．石鹸の油による洗浄力の違いについて  

２．音波消火器について 

３．コンパニオンプランツの働きついて 

４．チョークの折れにくい使い方について 

５．渋滞について 

６．マヌグス風車について 

７．酸性雨が植物に与える影響について

８．飛べ飛べグライダー 

９．スガイに着生するカイゴロモの謎に迫る 



 

 


